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湿度の予想について
一一異常乾燥予報資料として一
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　1．緒言
　特区測候所が自主的に発表している予報の一つに火災

注意報があるがこれが発令条件に対する筑豊地方の予想

資料として簡単な調査を試みた．

　資料には差しあたり，飯塚の昭和27年3月から30年

2月までの3力年を用いた．

　2．最低湿度の起時及び出現頻度

　最低湿度の予想をするについて，一応，これが日出現

時の傾向を知る必要があるので調査した．湿度はその時

の気圧配置に多分に左右されるので，季節別，天気別

（日亭均雲量による晴天，曇天別）に抽出し，その中位

数を以て亭均出現時とした．ただしこの場合日量3粍以

上の降水日と，降水が2日以上にわたる場合の日量1粍

以上の日を雨天として取り除いた．また日最低湿度60％

以上の資料も取除いた．その結果最低湿度の起時は15時

前律となり，とりわけ季節的な傾節向もないようであ

る．天気別には概して晴の日より曇の日に早くあらわれ

る傾向がろかがえる．

　さて，日中の湿度は，保存性の高い水張と，天気とに

深い関係があるので，実効湿度60％以下の出現日数と

最低湿度40％以下の出現日数を月別，天気別に抽出し，

その頻度を第1図にあらわした．

　すなわち最低湿度の頻度に比べて実効湿度の頻度がか

なり小さく，日変化のはげしいことをうらづげしている

が，4月と10月は特にその傾向がこい．すなわち，前

記実効湿度のあらわれるのは1月から5月までであり，

　α6　　　　　　　　・

7月8月は最低40％以下となることはなく出現傾向は

4月と10月にその山がみられる．なお頻度も，天気別

に分類したが，各月とも晴天の時に遙かに多くあらわれ

ている．

　5．　日最低湿度の月別平均値

　湿度は結局，温度と水張できまるものであるから，因

子として統計上わかっている天気をとり，日最低湿度の

月別李均値を調べた．2，3の例外は現れたが最低湿度

も暖候期は全体に高く，寒候期は全体に低い値を示し，一

宰効湿度の記録と合わせて・出火に関する気象条件とし

ては6月～8月は飯塚では間題とならず統計の価値が薄

いよろに考察された．

　また最低湿度の李均は天気が良いと小さく，悪いと大

きいとい5傾向は例外なく現れ，雨天の値は12月の49

％が一番小さい方で，実喋間題としては雨天の時も問題

としなくてよいよろである．一年を通じては寒候期より

春季の方が湿度は小さく，火災には危瞼な要素をそなえ・

ているよ弓である’．

　4．風速の増分に対する最低湿度の変量％

　日中の湿度は水張と天気が主要因で風の影響は小さ

く，朝の湿度は天気と風速が主として利いてくると云わ

れている．したがって前記最低湿度の耶均起時が15時

前後に現れていることから風の影響は小さいと考えられ

るが，蒸気圧を一定条件においた時の風速の無分に対す

る最低湿度の変量を調べた．

　気団の条件を一定におくため月で分類すればよいので『

　　　はないかと考え，これを天気別に調査した．第1

表がそれであって風の李均偏差に対する湿度の偏

差の比を記入してある．

　これによって風の湿度に及ぼす影響の季節傾向

はある程度掴むことができる．一例をあげると

3，4月はある程度の降雨中でも，’前日の実効湿

度が警報基準に近い場合，もし風が張い時は，注

意の要があると考察する、．

　5．最低湿度の予想式

　さて今迄述べた資料にもとづいて次に，日李均

蒸気圧，風速と，・最低湿度を直線相関においに場

合の最低湿度の予想を試みたのであるが，最低湿
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第1表　風，速の檜分に対する最低湿度の変量 4月｛麗灘‡1甥士8：茸1諺；脇

5月｛麗き路舗‡1：瑳言毬二謡

9月｛雛搬＆細二1盟男二1：舌1

213

．』1

殿一ぞ

①

◎

●

1

一〇．01

2

一〇．56

卜鰍　　　一〇．67
　　　　　　ーα7・Fδlg・

3

十〇．04

i－0．55

一2．13

4・ 5
！…6

十〇．32 十〇．55

一〇．42、

一2．38

十〇．、32

＋Mg／±L・6

十〇．01 十〇．35

・・月｛

＼＼　且
天気＼＼17

①　　＋0．37

8 9 10 11 12

『糎2』3・23　4gl＋叫α・8

◎

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　十1．50　－2．14　－3．101十〇．35 一〇．94十1．29

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

＋0・73－0・07i－0・03－0・01 一1・38 一3・21。

単位を百分率にして次式を案出した．
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度をyとし，

すなわち，

y％＝（頑＋ゐ）一〇（∂一4）
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またその内一，二を図示すると第2図のよろになる．

　さ亡問題は蒸気圧と天気の予想がろまくゆ．くかどろか

である・前者は揖幅の日変化も少い理であり・また実際
　　　ごに注意報を出すよろな場合，天気の急変など考えられる　　侮〆

一場合もあ．り得ない理だから，前日の統計資料を参考にし

てある程度の予想値は求まるのでほないかと考える．

　次に1例として今年3月における実測値との比較を2

表にしたが，始めに記したとおり，少量の降水日は雨天

としなかったのであるが，ころいった日の誤差が大きい

ぐらいで大体5％内外の誤差で予想出来ている．
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第2図発3月，12月の予想式の図

1955年8月
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